誓　約　書

川崎市中央卸売市場北部市場青果部仲卸業者として、川崎市中央卸売
市場業務条例第２３条第４項第２号及び第５号の規定に該当しないこと
を誓約します。

なお、万一規定に違反した事実があった場合は、相当の処分を受けて
も異議のないことを申し添えます。

令和　　年　　月　　日

（あて先）川 崎 市 長　　

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　
(仲卸しの業務の許可等)

第23条　市場において仲卸しの業務を行おうとする者は、市長の許可を受けなければならない。

2　前項の許可は、第3条第1項各号の取扱品目の部類ごとに行う。

3　第1項の許可を受けようとする者は、規則で定める許可申請書を市長に提出しなければならない。

4　市長は、第1項の許可の申請が次の各号のいずれかに該当するときは、同項の許可をしてはならない。

(1)　申請者が破産者手続開始の決定を受けて復権を得ない者であるとき。

(2)　申請者が禁錮以上の刑に処せられた者で、その刑の執行を終わり、又はその刑の執行を受けることがなくなった日から起算して3年を経過しないものであるとき。

(3)　申請者が第26条第1項若しくは第2項又は第71条第2項の規定による許可の取消しを受け、その取消しの日から起算して3年を経過しない者であるとき。

(4)　申請者が仲卸しの業務を適確に遂行するために必要な知識及び経験又は資力信用を有しない者であるとき。

(5)  申請者が卸売業者又はその役員若しくは使用人であるとき。

(6) 申請者が法人であってその業務を執行する役員のうちに第1号から第3号まで又は第5号のいずれかに該当する者があるとき。

(7)　その許可をすることによって仲卸業者の数が前条各号に定める数の最高限度を超えることとなるとき。
　5　第1項の許可を受けた者は、仲卸しの業務の適正かつ健全な運営を阻害するおそれがないときは、あらかじめ市長の承認を受けて、当該許可に係る取扱品目の部類以外の部類に属する物品を取り扱うことができる。
(仲卸しの業務の許可の取消し)

第26条　市長は、仲卸業者が第23条第4項第1号、第2号、第5号若しくは第6号のいずれかに該当することとなったとき、又はその業務を適確に遂行することができる資力信用を有しなくなったと認めるときは、その許可を取り消すものとする。
2　市長は、仲卸業者が次の各号のいずれかに該当するときは、その許可を取り消すことができる。

(1)　正当な理由がなく第23条第1項の許可の通知を受けた日から起算して1月以内に、第24条第1項の保証金を預託しないとき。

(2)　正当な理由がなく第23条第1項の許可の通知を受けた日から起算して３月以内に、その業務を開始しないとき。

(3)　正当な理由がなく引き続き1月以上その業務を休止したとき。

(4)　正当な理由がなくその業務を遂行しないとき。

